
Ⅴ　社会貢献・産学連携活動状況





1．地域社会への貢献

（1）自治体・他機関等との連携協定
　　【獣医学研究院との協定：7件】� 平成 30 年 3 月末現在

相手先名称 連携目的 連携内容 連携期間 備考

標津町
（北海道）

学術・地域振興・教育文化など
の分野における協働を推進する。

・野生動物の生態・感染症・保護管理お
よび環境保全研究

・家畜の獣医療・飼養管理および農林水
産業の地域振興

・学生実習・研修・公開講座などの人的
交流・人材育成

・その他必要な事項

平成 24 年 3 月 10 日〜

国立感染症研究所
わが国の学術研究と教育の発
展，科学技術の向上に，新たな
重要な役割を果たす。

・共同研究等の研究協力
・研究交流及び人材交流
・教育・人材育成の相互支援
・その他本覚書の目的を達成するために
必要な事項

平成 25 年 3 月 29 日〜
人獣共通感染症リ
サーチセンターと
合同で締結

長崎大学
医歯薬学総合研究科

双方の博士課程教育リーディン
グプログラムにおいて連携協力
し，グローバルリーダーの育成
を効果的に推進することを目的
とする。

・教職員及び学生の交流
・教育・研究に関する協力
・その他両者が合意した事項

平成 26 年 2 月 12 日〜
平成 30 年 3 月 31 日

国際協力機構
（JICA）

大学の知見・人材を有効に活用
することにより，モンゴル国に
おける獣医・畜産分野の指導と
普及を担う人材の調査研究能力
強化を図るとともに，大学の国
際協力分野における人材育成に
資することを目的とする。

学生等を JICAボランティアとして連携
案件に派遣するに際し，学内の支援体制
を整備する。

平成 28 年 11 月 22 日〜
平成 33 年 8 月 31 日

人獣共通感染症リ
サーチセンターと
合同で締結

札幌市円山動物園

相互の連携・協働を強化しなが
ら，それぞれの資源・機能を効
果的に活用し，動物に関する教
育研究活動の拡充を図り，もっ
て動物の福祉，人・動物・環境
の健全な共生，ならびに動物園
と大学の役割向上に寄与するこ
とを目的とする。

・飼育・展示動物の診療に関すること
・飼育・展示動物の繁殖に関すること
・飼育・展示動物の調査・研究に関する
こと

・野生動物の保全活動に関すること
・環境教育活動に関すること
・人材育成及び相互交流に関すること
・その他，双方が連携・協働が必要と認
める事項に関すること

平成 29 年 2 月 28 日〜
平成 34 年 2 月 27 日

北秋田市
（秋田県）

北秋田市「くまくま園」におけ
る研究事業の円滑かつ着実な実
施と，地域社会の発展に寄与す
ることを目的とする。

・クマの生体研究事業
・飼育をしているクマの提供
・活動期と冬眠中のクマの生理・代謝に
関する調査研究

・活動期と冬眠中のクマの腸内環境の調
査研究

・野生動物や自然環境に関する公開講座
・学生実習・研修などの人的交流・人材
育成

・その他必要な事項

平成 29 年 6 月 26 日〜
平成 32 年 3 月 31 日

※�農学研究院と共
同

姫路市
（愛媛県）

希少野生動物種の保全に貢献す
るために，動物園動物に係る教
育及び研究等の学術活動につい
て相互に連携協力することを目
的とする。

・学生の教育
・希少野生動物種の繁殖生理に関する共
同学術研究

・両者が協議して必要と認める事項

平成 29 年 12 月 1 日〜
平成 34 年 3 月 31 日

　　【北海道大学との協定（獣医学研究が協力部局のもの）】
相手先名称 連携目的 連携内容 連携期間 備考

JAグループ北海道

相互に協力可能な全ての分野に
おいて，それぞれ保持する研究
開発能力及び人材等を活かして
総合力を発揮することにより，
食と農を中心とした幅広い分野
の科学技術・学術及び産業の振
興並びに教育の発展に寄与する
ことを目的とする。

・農業・食品産業を牽引する最先端技術
・食による疾病予防，健康創生
・農業イノベーションに向けた地域戦略
・農村社会資源の維持・整備
・人材育成・人材交流

平成 29 年 10 月 30 日〜
平成 34 年 3 月 31 日

獣医学研究院〜学
生実習先としての
連携等
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（2）公開講座及び講演会等開催状況（市民，高校生，獣医師向け）（過去 6年間）

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

市民向け 2 2 3 4 5 16

高校生向け 4 4 4 6 4 3

獣医師向け（卒後教育セミナー） － － 5 5 5 5

主な公開講座・講演会等（平成 28〜29 年度）

開催日 タイトル 開催場所 対象

平成 28 年 11 月 16 日 第 38 回　獣医学学術交流基金群講演会
「細菌と生命─細菌の生態を通して見える生命の営み─」 獣医学研究科講堂 研究者向け

平成 28 年 7 月 17 日 楽しくサイエンス！〜色々な科学を知ろう〜 北海道大学学術交流
会館

小中学生向
け

平成 29 年 8 月 25 日 北海道大学獣医学部×札幌市円山動物園　市民公開講座
「科学する動物園─大学と動物園の連携が拓く未来─」 獣医学研究院講堂 一般向け

平成 29 年 11 月 5 日 クマによる被害防止のための公開講座 北秋田市くまくま園 一般向け

平成 29 年 5 月 27 日 サイエンスカフェ
「観て，触って，知ろう　身近な微生物とその研究者！」

北海道大学学術交流
会館

一般・高校
生向け

平成 29 年 7 月 6 日 平成 29 年度北海道大学公開講座（全学企画）「「非常識」
が照らし出す私たちの未来」 北海道大学 一般向け

平成 29 年 10 月 28 日 忍び寄る感染症のいま（平成 29 年度北海道医学会市民
公開シンポジウム） 北海道大学 一般向け

平成 29 年 11 月 20 日 北海道大学女性研究者支援室「しっかりサイエンス！」 北海道大学 一般向け

平成 29 年 11 月 28 日 第 39 回　獣医学学術交流基金群講演会
生殖と免疫 ─配偶子と雌生殖器のクロストーク─ 獣医学研究院講堂 研究者向け

※獣医師向け（卒後教育セミナー）は附属動物病院の頁をご覧ください。

（3）審議会・委員会等参加状況

機関名 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

国

内閣府 2 2 1 2 1 1

環境省 2 2 3 4 3 4

農林水産省 6 8 13 13 4 5

厚生労働省 2 2 4 4 2 2

その他 0 1 0 0 0 0

文部科学省 4 3 8 3 1 4

自治体

北海道 7 7 13 9 8 4

札幌市 0 0 2 1 0 1

その他 1 1 6 6 4 3

その他

日本学術振興会 11 10 8 7 8 7

日本学術会議 1 1 1 1 1 1

大学評価・
学位授与機構 0 0 0 0 0 0

計 36 37 59 50 32 32
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2．産学連携等

（1）外部資金獲得状況（過去 6年間）

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 総計

共同研究
件数 13 15 12 20 14 12 86

金額（千円） 14,922 17,317 8,252 13,196 11,801 14,144 79,632

受託研究
件数 14 13 9 11 11 15 73

金額（千円） 55,411 44,490 17,780 75,307 113,490 172,722 479,200

受託事業
件数 4 2 2 3 6 6 23

金額（千円） 14,869 8,466 10,860 11,835 71,476 53,487 170,993

寄付金
件数 33 36 28 31 37 54 219

金額（千円） 19,590 32,287 32,277 33,487 50,110 45,555 213,306

（2）知的財産権の出願・取得状況

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 総計

0 1 2 2 3 1 9

（3）産業創出講座等

産業創出講座設置部局 講座名 設置期間 設置申込者 獣医学研究院　兼務教員

産学・地域協働推進機構

食品分野研究部門 平成 29 年 1 月〜
平成 31 年 12 月 大塚製薬㈱ 坪田敏男（H29.1〜）

下鶴倫人（H29.1〜）

北の社会イノベーション
部門

平成 28 年 6 月〜
平成 31 年 3 月 ㈱日立製作所

片倉　賢（H30.2〜）
中尾　亮（H30.2〜）
松野啓太（H30.2〜）
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